
■

多

様

な

代

表

者

が

メ

ッ

セ

ー

ジ

　

社

会

経

済

国

民

会

議

は

設

立

当

初

か

ら

、

問

題

別

に

特

別

委

員

会

を

設

置

。

専

門

家

を

は

じ

め

各

界

、

各

層

か

ら

の

参

加

を

得

て

議

論

を

尽

く

し

、

調

査

研

究

を

進

め

、

そ

の

成

果

で

あ

る

提

言

や

報

告

書

を

政

府

な

ど

に

提

起

し

、

世

論

に

訴

え

た

。

　

委

員

会

の

報

告

書

や

提

言

は

、

そ

の

年

の

年

次

総

会

で

報

告

・

発

表

さ

れ

、

総

会

決

議

に

も

反

映

さ

れ

た

。

年

次

総

会

で

は

事

業

計

画

や

予

算

の

審

議

は

も

と

よ

り

、

各

委

員

会

の

報

告

や

記

念

講

演

が

あ

り

決

議

で

締

め

く

く

る

の

が

通

例

。

さ

ら

に

、

国

民

の

総

意

を

結

集

す

る

場

で

あ

る

か

の

よ

う

に

各

界

、

各

層

の

代

表

者

が

次

々

と

登

壇

し

、

意

見

を

述

べ

た

。

　

た

と

え

ば

設

立

５

周

年

を

迎

え

た

�

年

の

年

次

総

会

。

総

理

大

臣

・

福

田

赳

夫

、

大

蔵

大

臣

・

村

山

達

夫

、

労

働

大

臣

・

藤

井

勝

志

、

日

商

会

頭

・

永

野

重

雄

、

同

盟

会

長

・

天

池

清

次

、

中

立

労

連

議

長

・

堅

山

利

文

ら

多

様

な

代

表

者

が

演

壇

か

ら

メ

ッ

セ

ー

ジ

を

投

げ

か

け

た

。

■

六

特

別

委

員

会

体

制

　

年

次

総

会

と

と

も

に

全

国

大

会

と

し

て

位

置

づ

け

ら

れ

た

の

が

「

全

国

研

究

会

議

」

だ

。

第

１

回

全

国

研

究

会

議

は

�

年

８

月

、

「

新

し

い

成

長

と

社

会

づ

く

り

を

目

指

し

て

」

を

テ

ー

マ

に

２

日

間

に

わ

た

っ

て

開

催

。

議

長

・

中

山

伊

知

郎

の

基

調

講

演

に

続

い

て

、

福

祉

政

策

、

経

済

政

策

、

社

会

環

境

、

参

加

、

エ

ネ

ル

ギ

ー

の

五

つ

の

分

科

会

で

討

議

が

行

わ

れ

た

。

　

こ

れ

ら

を

受

け

て

、

慶

應

義

塾

大

学

教

授

・

加

藤

寛

が

「

こ

れ

ま

で

の

よ

う

な

高

度

成

長

は

今

後

期

待

で

き

な

い

こ

と

を

理

解

し

、

減

速

成

長

の

中

で

豊

か

な

生

活

を

目

指

す

た

め

に

は

、

福

祉

な

ど

の

財

源

の

負

担

・

確

保

、

制

度

の

工

夫

、

国

民

の

合

意

形

成

が

必

要

で

あ

り

、

何

よ

り

も

国

民

一

人

ひ

と

り

が

知

恵

を

出

し

合

う

こ

と

が

大

切

で

あ

る

」

と

締

め

く

く

っ

た

。

　

三

つ

の

特

別

委

員

会

も

活

動

を

開

始

。

社

会

環

境

問

題

特

別

委

員

会

は

国

民

会

議

発

足

約

１

カ

月

後

の

�

年

�

月

�

日

、

「

蓄

積

公

害

に

対

す

る

抜

本

的

対

策

に

関

す

る

提

言

」

を

発

表

。

次

い

で

、

イ

ン

フ

レ

お

よ

び

資

源

問

題

特

別

委

員

会

が

�

年

１

月

�

日

、

「

イ

ン

フ

レ

克

服

の

緊

急

対

策

に

関

す

る

提

言

」

、

福

祉

政

策

問

題

特

別

委

員

会

が

同

年

４

月

�

日

、

「

イ

ン

フ

レ

下

の

福

祉

と

公

正

に

関

す

る

四

つ

の

提

言

」

を

そ

れ

ぞ

れ

発

表

し

た

。

　

�

年

か

ら

は

エ

ネ

ル

ギ

ー

開

発

促

進

委

員

会

、

参

加

問

題

特

別

委

員

会

、

交

通

政

策

問

題

特

別

委

員

会

が

動

き

出

し

、

六

つ

の

特

別

委

員

会

の

体

制

が

整

っ

た

。

特

別

委

員

会

の

報

告

書

や

提

言

は

強

い

影

響

力

を

発

揮

。

そ

の

多

く

が

政

府

の

政

策

と

し

て

取

り

上

げ

ら

れ

、

実

行

に

移

さ

れ

て

い

く

こ

と

に

な

っ

た

。

（

文

中

・

敬

称

略

）

【

参

考

文

献

】

『

生

産

性

運

動

�

年

史

』

（

社

会

経

済

生

産

性

本

部

、

２

０

０

５

年

）


